
國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録
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図面目録

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

全体配置図・案内図

配置図

全体面積表

撤去前 立面図・断面図

撤去後 立面図

撤去前 断面詳細図

撤去後 平面詳細図・断面詳細図

撤去前・後 平面図・屋根伏図

撤去前 平面図・立面図

煙突撤去用足場図 （参考図）

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

図面目録 Ａ －００

縮尺図面番号

Ａ- 0 0

特

特

特

Ａ- 0 1

Ａ- 0 2

Ａ- 0 1

Ａ- 0 2

Ａ- 0 3

建 築 意 匠 図

図 面 名 称

Ａ- 0 3

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

久 留 米 工 業 高 専 煙 突 ・ ボ イ ラ ー 室 一 部

撤 去 工 事

表紙共１６枚

Ｓ- 0 2 断面図・配筋リスト・各部詳細図 煙 突 図 面

伏図・軸組図・部材リストＳ- 0 1 ボ イ ラ ー 室 図 面

Ａ- 0 4

Ａ- 0 5

Ａ- 0 6

Ａ- 0 7

Ａ- 0 8

ボ イ ラ ー 室 図 面

ボ イ ラ ー 室 図 面

ボ イ ラ ー 室 図 面

ボ イ ラ ー 室 図 面

ボ イ ラ ー 室 図 面

Ａ- 0 9

Ａ- 1 0

煙 突 図 面

煙 突 図 面



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

A3=N . S

A1=N . S
事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月 特Ａ －０１

福岡県久留米市小森野1-1-1

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事

とりこわし工事

鉄筋コンクリート造

１

改修特記仕様書（１）

煙突・ボイラー室

煙突・ボイラー室

令和7年3月21日(金)

・通行止め、停電、断水を伴う作業は、事前に作業計画書を提出し、監督職員の

工事作業）

A3版原図 部

・図示による ・大気汚染防止法の定めによる

次の図書を監督職員に提出する。また、それらを本工事目的物に関し使用するための権

Ａ４アルバム綴じ ※

カラー印画紙キャビネ判

カラー印画紙キャビネ判

注：※ のアルバムは併せて作成する。

最高の画質

設定のうち

ルカメラの

程度 （JPEGフルカラー） 任意したデジタ

電子データ 上かつ撮影

Ａ４アルバム綴じ内部：○箇所 ピクセル以

外部：○箇所 カラー印画紙キャビネ判 1280× 960

カラー・圧縮率1/4程度）

電子データ（JPEGフル

内部：○箇所

外部：○箇所 カラー印画紙キャビネ判

上記と異なる

もの する撮影業者

正を行った 督職員が承諾（324×400mm）

上で画像補 ある者で、監カラー木製パネル半切

ピクセル以 の撮影実績がカラー・圧縮率1/4程度）

4500×3000１箇所 建築完成写真電子データ（JPEGフル

Ａ４アルバム綴じ ※

カラー印画紙キャビネ判

外観正面

及び画質等セット数及び箇所数

画素数提出
撮影者形式・サイズ

撮影部位

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。

・ 完成写真

・ 完成図（施工図、施工計画書を除く。）

利については、発注者に委譲する。

完成期限２．

工事場所１．

章 項 目 特 記 事 項

・ 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・ 風圧力

地表面粗度区分（ ・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ）

・ 積雪荷重

1

各
章
共
通
事
項

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]

材料名 備考

(1.4.4)[1.4.4]

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

技術者

1 第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

3 高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事業法の規

定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目

を修めて卒業した者

4 旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

格した者

5 公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

6 第１種電気工事士の資格を有する者

7 ２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

9 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電

気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）

に関する科目を修めて卒業した者

8 第２種電気工事士以上の資格を有する者

項 目 名 電気保安

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 １級電気工事施工管理技士の資格を有する者

(1.3.3～4)[1.3.3～4]

(1.3.11)[1.3.12]

(1.3.5)[1.3.5]この工事現場では、次の施工条件による。

（１）引渡しを要するもの

（２）特別管理産業廃棄物

（３）現場において再利用を図るもの

（４）再資源化を図るもの

1) 品名

引渡し先

集積場所

1) 品名

処理方法

1) 品名

使用箇所

（５）その他発生材については、標準仕様書に従い、適切に処理する。

2) 品名

受入場所

・ 適用区分

・ 電気保安技術者、

工事用電力設備の

保安責任者

・ 施工条件

・ 発生材の処理等

・ 材料の検査等

事前調査

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

材料名

定性分析方法 定量分析方法

分析方法

・ 技能士

(1.4.1)[1.4.1]

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断

熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極

めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ

た材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－ｎ－エチルヘキシル等

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使

用したものとする。

建築物内部に使用する材料等とは、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の①から④を満たすものとする。

(1.4.2)[1.4.2]

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

び性能を有するものとする。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

工法とする。

・ 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

・ 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

・ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

・ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

・ 安定的な供給が可能であること。

・ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造所等に関する資料の提出を求める材料

（２）製品名が記載された材料は、当該製品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用

する場合は監督職員の承諾を受ける。

・ 環境への配慮

・ 材料の品質等

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造所等は、以下に指定する

事項を満たすものとし、その証明となる資料を監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

（４）、（５）について、

１）搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

２）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督職員に提出する。

３）工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりがたい場合は、

監督職員と協議する。

(1.5.2)[1.7.2]

適用工事種別 技能検定の種別

仮設工事 ・ とび（とび作業）

鉄筋工事 ・ 鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

コンクリート工事 ・ コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

・ 型枠（型枠工事作業）

鉄骨工事 ・ 鉄工（構造物鉄工作業）

・ とび（とび作業）

ブロック・ＡＬＣパネル工事 ・ ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

・ ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

防水工事 ・ 防水施工（アスファルト防水工事作業）

・ 防水施工（ウレタンゴム系塗膜防水工事作業）

・ 防水施工（アクリルゴム系塗膜防水工事作業）

・ 防水施工（合成ゴム系シート防水工事作業）

・ 防水施工（塩化ビニル系シート防水工事作業）

・ 防水施工（セメント系防水工事作業）

・ 防水施工（シーリング防水工事作業）

・ 防水施工（改質アスファルトシートトーチ工法防水

・ 防水施工（ＦＲＰ防水工事作業）

石工事 ・ 石材施工（石張り作業）

タイル工事 ・ タイル張り（タイル張り作業）

木工事 ・ 建築大工（大工工事作業）

屋根、とい工事 ・ 建築板金（内外装板金作業）

左官工事 ・ 左官（左官作業）

建具工事 ・ サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・ ガラス施工（ガラス工事作業）

ＰＣカーテンウォール工事 ・ カーテンウォール施工（金属製カーテンウォール

工事作業）

塗装工事 ・ 塗装（建築塗装作業）

内装工事 ・ 内装仕上げ施工（プラスチック系床仕上げ工事作業）

・ 内装仕上げ施工（カーペット系床仕上げ工事作業）

・ 内装仕上げ施工（木質系床仕上げ工事作業）

・ 内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・ 内装仕上げ施工（ボード仕上げ工事作業）

・ 表装（壁装作業）

植栽工事 ・ 造園（造園工事作業）

・ 防水施工（改質アスファルトシート常温粘着工法

防水工事作業）

3
ホルムアルデヒド 100μg/m (0.08ppm)以下

指針値（両単位の換算は、25℃の場合による。）

トルエン
3

260μg/m (0.07ppm)以下

キシレン
3

200μg/m (0.05ppm)以下
3

エチルベンゼン 3800μg/m (0.88ppm)以下

スチレン 3

測定対象化学物質

（２）測定対象室及び測定箇所数は以下表による。

階棟名称 採取本数室名

（３）測定方法は、（・吸引方式（アクティブ法）・拡散方式（パッシブ法））により行う。

（４）文部科学省の「学校環境衛生基準」に基づき、採取は室内の温度が高い時期に行い、

吸引方式では30分間で２回以上、拡散方式では８時間以上行う。

（５）測定結果が指針値を超えていた場合は、発生源を特定し、換気等の措置を講じた後、

再度測定し、基準値以下であることを確認してから引渡しを行う。

(1.5.9)[1.7.9]

（１）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼン、スチレン等の濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

220μg/m (0.05ppm)以下

・ 化学物質の濃度測定

・ 技術検査

本工事期間中に中間技術検査を、 に行

う。ただし、工事内容により、これによりがたい場合は、監督職員と協議するものとする。

(1.6.2)[1.8.2]

・ 完成時の提出図書 (1.7.1～3)[1.9.1～3]

建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

（１）

・

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

・ 文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科改修仕様書」という。)

・ 建築工事標準詳細図(令和4年版)

・

（１）本特記仕様書の表記

１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に

断の基準）を満たすものを示す。

特記事項に記載の [ ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

３）特記事項に記載の ( ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の (( )) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の [[ ]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表1中の品目ごとの判

基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める

この工事の受注者は、独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、

現場説明書、図面 枚及び本特記仕様書 枚によるほか、下記仕様書等のうち、

○印の付いたものを適用する。

よる。）

・ 施工図（次に示すものを標準とし、その他必要な図、提出部数等は監督職員と協議に

アルバム（紙又は電子媒体） １部

原本（電子媒体） １部

機器・配管固定の施工図 一式

試験成績書 一式

制御システム図 一式

機器製作図 一式

カーテンウォール製作図 一式

鉄骨製作図 一式

コンクリート躯体図 一式

鉄筋配筋図（納まり図含む） 一式

・ 工事写真（「工事写真撮影要領」による。）

・ 保全に関する資料

・ 施工計画書

作業については事前に監督職員と協議の上施工すること。

・騒音、振動等授業や教育研究活動に影響を及ぼす恐れのある作業は、事前に監督

職員と協議の上実施する事。

承諾を得た上で実施すること。なお、停電を伴う作業は原則休日(土･日・祝日)と

し、日程は監督職員との協議により決定する。

概成工期

有指定部分

有

・

・無

無・

・

対象部分（ ）

令和 年 月 日（ 曜日）

指定部分工期 令和 年 月 日（ 曜日）

(1.2.1)[1.2.1]

３．

４．

・

・ 機械設備工事

・ 電気設備工事

・ プール改修工事

建物概要

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

建築基準法による

・ 印の付いたものが対象工事種目

工事種目

工 事 種 目

建物別及び屋外 工 事 種 別

・ 2 仮設工事

・ 4 外壁改修工事

・ 6 内装改修工事

・ 7 塗装改修工事

・ 8 耐震改修工事

・ 9 環境配慮改修工事

・ 10 とりこわし工事

５．

６．
・●●部屋について、令和●年●月●日から使用する。

・ （箇所）

・ （箇所）

・ （箇所）

・ （箇所）

・ （箇所）

・ （箇所）

サンプル数 1箇所あたり3サンプル

採取箇所

（JIS A 1481-1）または

（JIS A 1481-2）

（JIS A 1481-3）、

（JIS A 1481-5）

（JIS A 1481-4）または

工事写真撮影要領(令和5年9月)

(1.5.5)[1.7.5]

備考

標準仕様書等に定めがあるもの以外で、次に示す施工については、監督職員の検査を受ける。

検査等を行う施工

・ 施工の検査等

立会いを受ける。

備考

(1.5.7)[1.7.7]

標準仕様書等に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職員の

施工の立会いを行う工程

・ 施工の立会い

・鉄筋の超音波探傷試験時

・躯体ｺﾝｸﾘｰﾄの試験採取及び各種試験時

軽量鉄骨天井下地及び軽量鉄骨壁下地工事

仕上げ塗材下地工事

下地が完了した段階

下地調整が完了した段階

外壁仕上げの施工 外部足場を取り外す前の段階

一式

一式

一式

一式

一式

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域 別表（ 38 ）

風速（Vo= 34 m/s）

外部足場を取り外す前の段階屋根防水の施工

管理人室

寮室

１

１
１

２

練心館

A4ファイル綴じ 1 部

A4ファイル綴じ 1 部

A1複写図（製本） 2 部

A1版原図 部

A3複写図（製本） 2 部

1

1

1

1

貸与資料（ アスベスト事前調査 調査結果報告書 ）

8

共用室

工 事 概 要Ⅰ

工 事 仕 様Ⅱ
共通仕様１．

特記仕様２．

・ 3 防水改修工事

・ 5 建具改修工事

・

・

・

・

1) 品名

・ 左官（左官作業）

CADデータ（電子納品） 1 部



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

A3=N . S

A1=N . S
事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月 久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事 改修特記仕様書（２） 特Ａ －０２

ため以外に使用しないこと。

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成の

１） 貸与する設計図のＣＡＤデータは以下による。

電子納品は次の規定に従うものとする。

２） 完成写真の撮影に関する著作者の権利等については次のi）及びii）によることと

し、受注者は撮影者等との契約に当たってもそれらの承諾を条件とする。

i ）提出された写真は、独立行政法人国立高等専門学校機構が行う事務及び認めた用

途に関して、無償で利用することができるものとする。この際、著作者名を表示し

ないこと及びその利用に必要な範囲で改変を行うことができるものとする。

ii）受注者及び撮影者等は、撮影時に取得した全ての写真（提出していないものを含

む。）及びその改変物、複製物を公表、閲覧、譲渡その他一切の方法により第三者

限りではない。

に使用させてはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を受けた場合は、この

３） 電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

４） 電子成果品は、提出前に電子成果品作成支援・検査システムによるチェックを行い、

エラーがないことを確認した後、ウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

５） 提出方法及びファイル形式は以下による。

電子媒体：ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ

ＣＡＤデータ：ＪＷＷ、ＳＸＦ、ＤＸＦ及びＰＤＦ

上記の他、監督職員が認めた形式

工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

フィルムサイズ

コンクリート厚さ ｃｍ

あと施工アンカー工事

６章および８章による

コア抜き、はつり工事等

※ 既存資料調査

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管・配線等の位置の墨出を行う

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するも

（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数 枚

のとし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

・ 既存躯体に穿孔する場合に、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を用いる。

範囲 ※図示による ・

[2.1.3]・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

[2.3.1]養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

・材料、撤去材等の運搬方法

種別(・A種 ・B種 ・C種 ・D種 ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター （・図示による ・ ）

D種：利用可能な階段 （・図示による ・ ）

・設置する

[2.2.1][表 2.2.1]

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置しない

・設置する

・設置しない

（設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・図示による ・ ）

・設置する

（設置範囲 ・工事に必要な範囲 ・図示による ・ ）

内部足場

（※脚立、足場板等 ・ ）

養生方法（※ビニルシート、合板 ・ ）

養生方法（※ビニルシート等 ・ ）

養生方法（・ビニルシート等 ・ ）

・図示による ・

・図示による ・

保管場所（・図示による ・ ）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

・ 仮設間仕切り [2.3.2][表 2.3.1]仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填

・A種

・せっこうボード

種類(・ )

厚さ(・ mm ※9.5mm )

・合板

材種(・ ）

厚さ(・ mm ※9mm )

・

・B種

グラスウール
・無し

・片面

・
厚さ mm

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材質 仕上げ 塗装 設置箇所

※木製

・

※合板張り程度

・

・無し

・片面

・ か所

・図示による

・図示による ・

3

防
水
改
修
工
事

※C種 防炎シート

著作者名：独立行政法人国立高等専門学校機構久留米工業高等専門学校

ファイル形式：ＪＷＷ,ＤＸＦ,ＰＤＦ

・メッシュシート

・ 足場等

仮
設
工
事

2

・ 既存部分の養生

・ 他工事又は他工種

との取合い

・ 埋設配管・配線

および鉄筋調査

・ 騒音・粉じん等の

対策

・ シーリング シーリング改修工法の種類 ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

・シーリング充填工法

・シーリング再充填工法

・拡幅シーリング再充填工法

・ブリッジ工法

ボンドブレーカー張り

・適用する ・適用しない

エッジング材張り

・適用する ・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

・

・図示による

※改修標準仕様書3.7.3(1)による

接着性試験

※簡易接着性試験

・引張接着性試験

仕上げを行わない施工箇所

・図示による ・

図示による

5
建
具
改
修
工
事

[5.12.2～4]・ 軽量シャッター 開閉方式の種類

※手動式

・上部電動式（手動併用）

安全装置

耐風圧強度

1章 適用区分による風圧力（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応した工法

（設置箇所 ・建具表による ・ ）

スラットの材質の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

めっきの付着量（※AZ90 ・ ）

めっきの付着量（※Z06又はF06 ・ ）

スラットの形状

・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

6

内
装
改
修
工
事

・ 軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナの種類

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・図示による

・

・

[6.7.3、4] [表6.7.1]

※図示による ・

不透明塗料塗りの場合 ※RB種 ・

素地面の種類

[7.2.1～7]

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ 下地調整

・ 材料

防火材料

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所： ）

[7.1.3]

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

既存錆止め塗料の鉛含有量調査

・行う（ 箇所）

・行わない

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・図示による

・

ひび割れ部の補修

7

塗
装
改
修
工
事

※F☆☆☆☆ ・

下地調整の種別

塗替え

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

・ 素地ごしらえ (7.3.2～7)

種別

木部
※A種 ・B種

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DP）

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

コンクリート面（DPのみ）

せっこうボード面及び

※B種 ・A種

※C種 ・A種 ・B種

※B種 ・A種 ・C種

・A種 ・B種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※A種 ・B種

※B種 ・A種その他ボード面

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

素地面等

押出成形セメント板面 ※B種 ・A種

※A種 ・B種

－

－

－

・行う

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具等）

・行わない

・行うコンクリート面(DP以外)、

・行わない

・行う
押出成形セメント板面

・行わない

・行う
コンクリート面（DP）

・行わない

せっこうボード面及び

ALCパネル面

その他ボード面
－

・RC種

※RB種 ・

※RB種 ・

※RB種 ・

※RB種 ・

※RB種 ・

・RA種 ・RB種

・RB種 ・RC種

※RB種 ・

木部
透明塗料塗りの場合

・RC種

・RA種 ・RB種 －

－

モルタル面及び、
せっこうプラスター面

モルタル面及びせっこうプラスター面

[7.4.2、3]錆止め塗料塗りの種別・ 錆止め塗料塗り

塗装の種類

鉄鋼面

塗替え
SOP

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

素地面

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は表7.4.3)

DP

(工程の種別は表7.4.4)

塗替え

新規

塗替え

鋼製建具等

(工程の種別は表7.4.5)

亜鉛

めっき

鋼面

その他規

新
SOP

EP-G

(工程の種別は表7.4.5)

DP

(工程の種別は表7.4.6)

塗替え

新規

塗替え

鋼製建具等

その他

新

規

A種

A種

A種

7.4.2(1)(ｲ)(b)

7.4.2(1)(ｲ)(a)

による

による

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

C種

C種

C種

B種

B種

※A種 ・B種

塗りB種の場合

塗りA種又はC種の場合

錆止め塗料塗りの種別

※C種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※C種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※C種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※A種 ・

・A種 ・C種

※C種 ・

※A種 ・

※B種 ・

表7.4.6による

表7.4.6による

改修標準仕様書

改修標準仕様書

※B種

錆止め塗料の種別

B種

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

・高日射反射率塗料塗り

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

[7.5.2～7.12.2]

・

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・合成樹脂調合ペ

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り

エマルションペ

・つや有合成樹脂

イント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ステイン塗り

塗装の種類 塗装面
工程

塗替え 新規

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面 ※B種 ・A種塗装の種類

※1種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種

※B種 ・A種 ※B種 ・A種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

コンクリート面及び押出成形

セメント板面
・

コンクリート面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

・A種 ・B種

※B種 ・A種

・木材保護塗料塗り(WP)

・ピグメントステイン塗り

※B種 ・A種 ※B種 ・A種

・

規格番号

塗料その他 塗付け量

規格名称 種類 等級 （kg/㎡)

JIS K 5675

屋根用高日

2種

・1級

塗料製造所の仕様による・2級

・3級

射反射率塗

料

・A種

イント塗り(SOP)

(DP)

・2種

（着色塗料の種類：

)

※B種

・A種

（着色塗料の種類：

)

・オイルステイン塗り(OS)

※RB種 ・RA種 ・RC種

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用

・適用しない

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤 ・油性染料着色剤)

・適用する

・適用しない

オイルステン塗りの工程等

・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※A種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

※B種 ・

屋内の亜鉛めっき鋼面

・A-1種

・B-1種

・C-1種

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

7.8.3による

改修標準仕様書

7.8.2による

改修標準仕様書

7.8.3による

Ｇ

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※A種 ・B種 A種

※B種 ・A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

塗料塗

工程

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

・ 塗装



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

A3=N . S

A1=N . S

４

３

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月 久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事 改修特記仕様書（３） 特Ａ －０３

[9.1.1、3～6]石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定箇所数

（各施工箇所ごと）

測定 1

測定 2

測定 3

測定 4

測定 5

測定 6

測定 7

処理作業前

処理作業中

処理作業室内 ・計 点

調査対象室外部の付近 ・計 点

処理作業室内 ・計 点

セキュリティーゾーン入口 ・計 点

集じん・排気装置の排出口
出口吹出し風速1m/s以下

（処理作業室外の場合）
の位置

処理作業室内

・計 点・施工区画周辺

・敷地境界

・計 点

処理作業後

（シート養生中）
・計 点処理作業室内

・計 点処理作業室内

測定 9

測定 8 処理作業後

（シート撤去後

1週間以降)
・計 点調査対象室外部の付近

・埋立処分（管理型最終処分場）

測定方法

石綿含有建材の処理

・石綿含有吹付け材の除去

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

※湿潤化 ・固形化

除去した石綿含有吹付け材等の処分

除去対象範囲

除去工法

除去した石綿含有保温材等の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・自動測定器による測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じんを

迅速に測定できる機器を用いた測定

測定名称
メンブレンフィルタ

直径(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

・測定 4

・測定 5

・測定 5

・測定

・測定

・測定

25

47

47

5

10

10

30

120

240

※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

・

・図示による ・

・測定 4 ・

・図示による ・

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・埋立処分（管理型最終処分場）

改修特記仕様書3章による。 [9.2.2～3]

[9.4.2～4]植栽基盤及び材料

・屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の種類等

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

・ 外断熱改修工事 [9.2.1～4]断熱材

施工箇所

ホルムアルデヒド放散量

外装材

既存外壁仕上材の撤去

下地面の清掃

欠損部の改修工法

既存外壁の処置

通気層の有無

外装材の施工

工法

断熱材の施工

・ 断熱・防露改修工事 [9.3.2～4]

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）

施工箇所

断熱材の種類

断熱材の厚さ(mm)

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

外装材の外壁への取付け

・断熱材後張り工法

改修特記仕様書第3章 ・アルミニウム製笠木による。

笠木

改修特記仕様書第8章 8-3 鉄骨工事 ・鋼材による。

鋼材

不陸等の下地調整

笠木の施工

断熱材 JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

断熱材 JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

工法

1章 適用区分による風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・

厚さ ・ （mm）

・

・

種類 防火性能 備考

・

・行う ・行わない

・行う ・行わない

・改修特記仕様書第4章 外壁改修工事による

・

・

・断熱材製造所の仕様による

・

・外装材製造所の仕様による

・

・有（ mm） ・無

・改修特記仕様書第3章 アルミニウム製笠木による

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

・張り付け工法

Ｇ

工法

かん水装置

既存保護層の撤去

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

※引渡しの日から1年

・設置する（種類 ・ ）

・行う ・行わない

・

1章 適用区分による風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力対応した工法

・図示による ・

※F☆☆☆☆ ・

・図示による ・

※F☆☆☆☆ ・

※F☆☆☆☆ ・

種類 ・

厚さ(mm) ・

施工場所 ・

・A種1 ・A種1H ・

・25 ・30 ・

・図示による ・

種類 ・

厚さ(mm) ・

材質 ・

断熱材の張り付け工法 ・

断熱材へのボードの張付け工法 ・

※図示による ・

※図示による ・

Ｇ

-1

[9.5.2～5、9]

・生石灰（・特号 ・1号）

添加量

種類

・路床安定処理

舗装改修工事

・ 透水性アスファルト

路床の材料

路床

既存舗装の撤去及び再利用

・ジオテキスタイル

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

試験

路床土の支持力比（CBR）試験

路床締固め度の試験

路盤の厚さ

路盤

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

舗装の平たん性

適用範囲：歩道

透水係数

・高炉セメントB種

目標CBRを満足する添加量の確認方法

・安定処理土のCBR試験

現場CBR試験

・粒度調整鉄鋼スラグ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

路盤材料（改修標準仕様書表9.7.3による種別）

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・粒度調整砕石

・クラッシャラン

・再生粒度調整砕石

・再生クラッシャラン

舗装の構成

路床安定処理用添加材料

安定処理の方法

種別 材料 厚さ(mm）

・盛土
・A種 ・B種 ・C種 ・D種

・建設汚泥から再生した処理土

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン

・切込み砂利

・砂

・

・砂

・

・凍上抑制層

・フィルター層

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・適用する ・適用しない

・置き換え工法

・安定処理工法

・普通ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

・消石灰（・特号 ・1号）

・

・0.5～1.0 ・

・行う ・行わない

・行う ・行わない

・行う ・行わない

・図示による ・

・行う ・行わない

※著しい不陸がないもの

・

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

・行う ・行わない

※図示による ・

・60g/㎡以上 ・

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上 ・

・1.5×10 cm/sec以上 ・

・図示による ・

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ kg/m3 （目標CBR ・3以上 ・ ）

Ｇ

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・防音シート

・防音パネル

[2.1.3]

・工事に必要な範囲 ・

１）養生方法等

・既存部分 養生方法 （・ ※ビニルシート、合板）

・既存家具、既存設備等 養生方法 （・ ※ビニルシート等）

保管場所 （・図示 ・ ）

・固定された備品、机、ロッカー等の移動 （・図示 ・ ）

２）仮設間仕切りの種別と材質等

仕上げ（厚さmm）

・ せっこうボード

・ 合板

・

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材 質 仕上げ

・ ・

※ 合板張り程度

[2.3.1]

[2.3.2][表 2.3.1]

種 別 塗 装

・ A 種 グラスウール

・ 片面 厚さ (mm)

・ B 種 ・

※ C 種 防炎シート

塗 装

・ 片面※ 木製

充填

・ なし

種類(･ )

厚さ(・ mm ※ 9.5mm)

材種(・ )

厚さ(・ mm ※ 9mm)

設置箇所

・ なし ・ か所

・ 図示

与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を

・既存ブラインド、カーテン等 養生方法 （・ビニルシート等 ・ ）

主として用いる工法

・ 圧砕工法

・ 大型ブレーカー工法

・ ハンドブレーカー工法

使用してはならない解体工法

・ 爆薬工法

・ スチールボール工法

・ 騒音・粉じん等の対策

既存部分の養生

・ 仮設間仕切り

・ 施工条件

・ 解体方法

と
り
こ
わ
し
工
事

10

解体に関しては「騒音規制法」、「振動規制法」、「大気汚染防止法」の法令等に従うほか、

公害防止に適切な工法及び養生方法により作業を行う。

また、作業中に発生する粉じんについては、散水その他適切な養生を行い、粉じん防止に

努める。

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去

Ｇ・屋上緑化改修工事

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去

除去対象範囲

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

・図示による ・

・図示による ・

・図示による ・

・埋立処分（安定型最終処分場）

隔離養生（負圧不要）方法

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法

・

・

・図示による ・

・図示による ・

・埋立処分（安定型最終処分場）

・埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去

除去対象範囲

・石綿含有せっこうボード

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・図示による ・

※埋立処分（管理型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）

養生方法

除去した石綿含有成形板の処分

・ 石綿含有建材の

除去工事

・ 断熱アスファルト

防水改修工事

環
境
配
慮
改
修
工
事

9
の調査

足場

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所 ・図示 ・

図示

・

※湿潤化 ・固形化

煙突ライニング材

・破砕して除去 ・手ばらし ・超高圧洗浄工法

・ 石綿含有建材

・

1章 石綿含有建材の調査による



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録A1= 1/10 00 ・ N . S

A3= 1/20 00 ・ N . S

主

（一）

本 工 事対象 建 物を 示 す

1 / 1 0 0 0配 置図

案内 図

Ｎ

夏期主風向

5 0 m0

公園
日吉
小学校

西鉄久留米駅

櫛原駅

広場

県青少年科学館

中央公園

鳥類センター

野球場

体育館競技場

久留米百年公園

櫛原

天満宮

中学校

検察庁
裁判所

法務局
石橋
迎賓館

市民会館

公園
市役所

昭和通り

城南
中学校

篠山
小学校コーポレーション

アサヒ

ブリヂストン

鹿
児
島
本
線

久
留
米
駅

Ｊ
Ｒ

公園

明善高校

小学校

南薫

国
道

３
号

宮ノ陣駅

筑後川小森野橋

久留米大学医学部

篠山城跡

久留米基山筑紫野線

至 福岡・鳥栖

県営
アパート

宝満川

学部等名

所在地 久留米市小森野一丁目１番１号

久留米工業高等専門学校

本工事位置を示す

Ｎ

Ｓ＝Ｎ．Ｓ

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

全体配置図・案内図 Ａ －０１

総合試作
技術教育センター棟

電気電子
制御情報工学科棟

制御情報
生物・化学

産学民連携
体育器具庫

記念館

ものづくり教育センター熱・材力実験棟

ウェーブホール

練心館

(008)筑水寮（学生寄宿舎）

流体実験
室棟

学生部室

変電室

文科・理科棟

一般教室棟

第２体育館

一般共通棟

第１体育館

武道場

管理棟

専門教室棟

実習棟

材料

機械・材料工学科棟

実験棟工学科棟

生物応用

化学科棟

駐車場

駐車場

プール棟
弓道場棟

テクノセンター棟 専攻科棟

図書館

旧ﾎﾞｲﾗｰ室

煙突

工 事建 物

実験棟１～５

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月 久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事

テニスコート



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録A1= 1/10 00

A3= 1/20 00

テニスコート

1 4 , 5 6 0 . 5 72 9 , 4 4 7 . 1 5

1 4 , 5 6 0 . 5 7

1 3 6 . 9 9 1 3 6 . 9 9

2 9 , 4 4 7 . 1 5

6 7 6 . 9 6

6 7 6 . 9 6

6 9 1 . 8 4

6 9 1 . 8 4

3 0 , 1 2 4 . 1 1 1 5 , 2 5 2 . 4 1

5 0 . 2 8 5 0 . 2 8

1 7 1 . 0 0

1 / 1 0 0 0全 体 配 置図

Ｎ

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

産学民連携

練心館

駐車場

駐車場

テクノセンター棟

５

つつじ寮

４９

５０

１７

ウェーブホール

４６

生物応用

化学科棟

４７
専攻科棟

制御情報
工学科棟

４３

３９

専門教室棟

３７

３５

実習棟

材料

流体実験
室棟

ELV棟

２７ 燃料庫

電気室

４５

１５

１６

３３

２６熱・材力実験棟

技術教育センター棟総合試作

２８３２ ２３

記念館

４０

守衛室

１４

２１

２２

２４

８ ４８

４４

３４-２

１

３８
事務部
倉庫

６

２０ 物品庫

弓道場的場

弓道場棟

３６

プール棟

４１

４２

筑水寮（学生寄宿舎２号館）

１９図書館

第１体育館
武道場

管理棟

筑水寮（学生寄宿舎）

ものづくり教育センター

第２体育館

生物応用化学科 渡り廊下

２９

生物・化学
実験棟

７学生部室

３４-１

２-２３-２

ものづくり教育センター

２-１
３-１

１-２

機械・材料工学科棟

高圧機器分析室

１０

１１

１２

一般教室棟

文科・理科棟

１１-２

一般共通棟

薬品庫

４-３

電気電子
制御情報工学科棟 ４-２４-１

電子工作室

３０

５１

変電室

車庫

体育器具庫

建築確認台帳記載事項証明書がある建物を示す。

建築確認台帳記載事項証明書が無い建物を示す。

敷地面積

確認台帳面積による

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号
錬心舘

高圧機器分析室１-２

施工状況報告書による
２４

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

施工状況報告書による

計

棟番号 棟名称

１

完了検査年月日・確認番号３-１

機械・材料

工学科棟

昭和37年9月4日 Ｓ３７計認建築本庁０９３９号

建築確認台帳記載事項証明書

確認申請・検査済証 番号

確認年月日・確認番号
２-１

既存面積表

学生部室

（旧食堂）

７

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和39年11月14日 Ｓ３９計認建築本庁０８５８号

２-２

４-２

４-１

４-３

３-２

電気電子 制御情報工学科棟

電気電子 制御情報工学科棟

電子工作室

機械・材料 工学科棟

機械・材料 工学科棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和37年10月5日 Ｓ３７計認建築本庁１００７号

昭和38年10月4日 Ｓ３８計認建築本庁０９７８号

８ 筑水寮

（学生寄宿舎）
完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

図書館

１６

第１体育館

武道場

１５

管理棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和44年10月29日 Ｓ４４計認建築本庁１１４８号

１４

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和43年9月24日 Ｓ４３計認建築本庁０８４０号

ウェーブホール

（食堂）
平成13年11月19日 H１３計済建築久留米市０００１０号

生物応用

化学科棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 平成13年7月3日 H１３計認建築久留米市０００１２号

平成12年1月13日 H１１済建久建００００２３号

４５

専攻科棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 平成11年7月19日 H１１適建久建０００００９号

制御情報
工学科棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 平成6年2月9日 H０５計認建築久留米市４０４９号

平成6年10月12日 H０５計済建築久留米市４０４９号

平成5年6月30日 H０４計済建築久留米市４０３４号

平成5年1月18日 H０４計認建築久留米市４０３４号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 平成13年12月27日 H１３計認建築久留米市０００２３号文科・理科棟

（ＥＬＶ棟増築）

記念館

事務部倉庫

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

第２体育館

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和57年1月13日 Ｓ５６計認建築久土０２７号

専門教室棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和56年12月25日 Ｓ５６計認建築本庁１１１４号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和55年2月6日 Ｓ５４計認建築本庁１７４０号

総合試作

技術教育

センター棟

総合試作

技術教育

センター棟

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和53年1月31日 Ｓ５２計認建築本庁１１８０号

昭和54年1月12日 Ｓ５３計認建築本庁０３０号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和50年12月26日 Ｓ５０計認建築本庁０９６号

流体実験室棟

第１体育館

（一部増築） 完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和57年9月11日 Ｓ５７計認建築久土０１１号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号
４２

（学生寄宿舎２号館）

筑水寮

昭和57年11月4日 Ｓ５７計認建築久土０２２号

昭和60年11月7日 Ｓ６０計認建築久留米市４０２０号

昭和61年4月2日 Ｓ６０計済建築久留米市４０２０号

熱・材力実験棟２６

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 昭和46年12月16日 Ｓ４６計認建築本庁１０８７号

２８ 電気室

燃料庫２７

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和47年3月28日 Ｓ４６計認建築久土１１８号

昭和47年10月28日 Ｓ４７計認建築久土９７８号

３０

生物・化学 実験棟

変電室

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和48年12月19日 Ｓ４８計認建築久土０１８号

昭和48年1月31日 Ｓ４７計認建築久土０３８号

２９

３２

３３

３７

３５

３９

３８

１５

４０

４３

１７

１１

１９

ものづくり

教育センター

ものづくり

教育センター

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

昭和44年12月3日 Ｓ４４計認建築本庁１３０１号

昭和45年9月25日 Ｓ４５計認建築本庁１０５７号

１０

１１

１１-２

一般共通棟

薬品庫

文科・理科棟

一般教室棟
確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

昭和42年10月26日 Ｓ４２計認建築本庁０９５８号

昭和41年12月20日 Ｓ４１計認建築本庁０９７６号

１２

２１ ２２ ２３

材料実習棟

４４

３４-１

３４-２

平成14年11月12日 H１４計認建築久留米市０００１６号生物応用科学

渡り廊下

確認年月日・確認番号
４６

産学民連携

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

平成22年2月25日 H２１計済建築久留米市０００２１号

平成21年9月25日 H２１計認建築久留米市００００９号

平成15年3月12日 H１４計済建築久留米市０００１７号完了検査年月日・確認番号

テクノセンター棟
４７

４８
つつじ寮

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号 平成23年9月13日 H２３計認建築久留米市０００１０号

平成24年3月29日 H２３計済建築久留米市０００２７号

プール棟 完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号
弓道場的場

弓道場３６

４９

５０

確認年月日・確認番号
５１

施工状況報告書 令和4年12月27日 台帳整理番号 R4-16

確認年月日・確認番号

令和元年11月5日 H３１計済建築久留米市００００６号

平成31年2月1日 H３０計認建築久留米市０００１６号

完了検査年月日・確認番号

計

延べ床面積 （㎡） 建築面積 （㎡）

計

既存建物 合計面積

延べ床面積 （㎡）

1 2 2 . 0 0

2 , 6 2 3 . 0 0

1 4 4 . 0 0

9 8 9 . 0 6

6 0 0 . 9 2

2 5 2 . 4 5

7 8 1 . 1 6

7 9 3 . 1 4

4 1 6 . 5 2

1 6 2 . 0 0

1 4 4 . 0 0

3 0 0 . 0 0

1 1 8 . 8 0

2 6 4 . 0 0

1 9 8 . 0 0

2 4 0 . 0 0

4 0 5 . 0 0

6 6 3 . 0 0

8 8 0 . 0 0

1 0 8 . 0 0

1 , 2 3 2 . 0 0

4 0 . 0 0

1 , 3 8 6 . 0 0

2 , 9 9 0 . 4 5

1 , 4 3 7 . 0 0

1 , 4 8 4 . 0 0

3 2 . 0 0

4 1 9 . 0 0

1 , 1 5 5 . 0 0

1 , 0 1 3 . 0 0

4 5 0 . 0 0

1 , 7 0 2 . 8 8

2 0 . 0 0

3 2 . 0 0

7 9 . 0 0

5 4 . 0 0

1 , 2 0 1 . 6 1

1 , 6 0 5 . 0 0

5 1 9 . 0 9

1 0 0 . 4 8

5 2 1 . 3 1

4 1 3 . 2 5

5 7 8 . 0 4

6 7 . 0 0

2 0 9 . 0 0

1 9 3 . 0 0

建築面積 （㎡）

1 , 2 5 3 . 0 8

1 7 5 . 0 0

1 9 8 . 0 0

2 4 0 . 0 0

2 8 1 . 0 0

2 3 9 . 0 0

8 8 0 . 0 0

5 4 . 0 0

2 5 8 . 9 3

1 0 8 . 0 0

2 0 6 . 4 7

2 7 7 . 6 6

4 0 5 . 1 0

4 2 3 . 0 6

5 4 1 . 0 0

2 8 . 7 0

1 1 8 . 8 0

3 0 0 . 0 0

1 5 0 . 0 0

1 , 0 1 2 . 5 0

5 8 3 . 5 0

3 2 . 0 0

7 9 . 2 0

2 0 . 0 0

4 7 6 . 2 9

5 0 1 . 8 7

2 4 9 . 4 6

4 1 6 . 5 2

1 , 1 2 1 . 7 3

3 2 . 0 0

6 6 4 . 1 9

1 3 9 . 8 4

2 0 9 . 9 3

2 3 7 . 3 2

5 7 5 . 5 1

1 9 3 . 0 0

4 0 . 0 0

3 5 9 . 9 5

8 4 6 . 4 4

4 9 4 . 5 3

9 9 , 5 4 4 . 2 1㎡

１３

2 3 1 . 0 72 2 3 . 0 7

4 9 . 0 0 5 2 . 8 0

棟番号 棟名称

完了検査年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

完了検査年月日・確認番号

確認年月日・確認番号

確認申請・検査済証 番号

確認年月日・確認番号

延べ床面積 （㎡）

５ 守衛室

車庫６

２０

４１

物品庫

体育器具庫

建築面積 （㎡）

施工状況報告書による

施工状況報告書による

施工状況報告書による

施工状況報告書による

建築確認台帳記載事項証明書 既存面積表

施工状況報告書による
１３

1 2 2 . 6 4

3 2 . 0 0

1 2 2 . 6 4

1 8 0 . 4 01 8 0 . 4 0

2 1 . 8 5

3 2 . 8 0

1 9 . 5 7

倉庫

中央ボイラー室

倉庫

全体面積表

部室

部室

実験棟(１～５棟)

５２

実験棟(１～５)５２

Ａ －０２久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録A1= 1/50

A3= 1/10 0

Ｎ

配 置 図 1 / 1 0 0

3
,
5
0
0

8
,
9
0
0

4
,
4
5
0

4
,
4
5
0

1 6 , 9 5 0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 3 , 7 5 0 3 , 2 0 0

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

配置図 Ａ －０３
久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

1 5 0 . 8 5 ㎡

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｙ１

Ｙ２

ポンプ室

既存のまま

既存のまま

既存のまま

煙突基礎部分

煙突 撤去 （基礎は残置とする）

撤去 （基礎は残置とする）

撤去 （基礎は残置とする）

撤去範囲を示す



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

Ｎ

Ｎ

A3=1/ 200

A1=1/ 100

8
,
9
0
0

9
8
0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 6 , 9 5 0

9
8
0

9 5 5 9 5 5
6 0 0

6 0 0

8
,
9
0
0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 6 , 9 5 0

9 5 5
6 0 0

6 0 0

5 , 6 5 05 , 6 5 0

8
,
9
0
0

8
,
9
0
0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 6 , 9 5 0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 05 , 6 5 0

8
,
9
0
0

8
,
9
0
0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 6 , 9 5 0

2 , 2 7 0

3
,
0
0
0

3 2 0 1 7 5

2 , 2 7 0

1
,
3
4
5

3
,
5
5
0

9
8
0

9
8
0

撤去前・後 平面図・屋根伏図

5 , 6 5 0

外
壁

新
設

ｼｬｯﾀｰ新設
将来工事
（別途）

（別途）

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

平 面 図 1 / 1 0 0

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

平 面 図 1 / 1 0 0

Ｙ２

Ｙ１

1 / 1 0 0屋 根伏 図

撤去前

撤去後

Ｘ１

1 / 1 0 0屋 根伏 図

Ａ －０４久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

既存のまま屋根スラブ：撤去

露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

内外

撤去範囲を示す

ピット蓋

壁：撤去 既存のまま

既存のまま壁：撤去

撤去断面：モルタル補修

+ 2 0 0

+ 2 0 0+ 3 0 0

±0

倉庫

±0

±0

立上り無

+ 2 0 0

+ 2 0 0

+ 2 0 0
+ 2 0 0

+ 2 0 0

±0

土間コンクリート：既存のまま

既存のまま

アルミ押え金物

屋根スラブ：撤去 既存のまま
Ａ

内外

土間コンクリート：既存のまま

Ａ

Ｂ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

+ 2 0 0

±0

将来工事

立上り無立上り

Ｂ

撤去範囲を示す

床養生：鉄板敷ｔ22



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

A3=1/ 200

A1=1/ 100撤去前 立面図・断面図

6 0 0

6 0 0

4 , 4 5 0 4 , 4 5 0

9 8 08 , 9 0 09 8 0

5
0

2 0 0

5 , 1 5 0

5 , 3 5 0

4
,
9
5
0

2
0
0

2
0
0

8 , 9 0 0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

2 0 0

5 , 1 5 0

5 , 3 5 0

4
,
9
5
0

2
0
0

2
0
0

9 5 5 9 5 5

6 0 0

1 6 , 9 5 0

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

Ｙ１Ｙ２

1 / 1 0 0西 立 面図

Ｙ１ Ｙ２

1 / 1 0 0東 立 面図

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0南 立 面 図

北 立 面 図

Ｘ２Ｘ３Ｘ４ Ｘ１

Ａ ＢＣ Ｃ

撤去凡 例

ＤＥＦＧ Ｇ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｅ

Ｉ

Ｊ

ＪＨ ＨＪ

Ｉ

Ｉ

Ｃ

ＣＣ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｇ

Ｇ

Ｆ

Ｆ Ｈ

Ｄ

Ｄ

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｓ

Ｔ

Ｑ

Ｒ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

撤去前

Ａ -Ａ 断 面図 1 / 1 0 0

Ｙ１ Ｙ２ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１

1 / 1 0 0Ｂ -Ｂ 断 面 図

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ａ －０５
久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

石綿含有

無

無

無

無

屋根スラブ：撤去既存のまま

パラペット：コンクリート打放し 外装薄塗材Ｅ吹付

梁：コンクリート打放し 外装薄塗材Ｅ吹付

柱：コンクリート打放し 外装薄塗材Ｅ吹付

開口補強：モルタル金ゴテ下地コンクリート

庇：モルタル金ゴテ下地コンクリート

既存のまま屋根スラブ：撤去

内外

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

巾木：モルタル金ゴテ下地コンクリート

換気扇フード：450角SUS

内外

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

巾木：モルタル金ゴテ下地コンクリート

枠共

スチール製引違ｲ窓：

スチール製片開ｷ戸：

ｶﾞﾗｽｔ6.8W 1 , 6 7 0 x H 1 , 3 0 0 枠共

W 1 , 6 7 0 x H 1 , 3 0 0 ｶﾞﾗｽｔ6.8 枠共

スチール製ガラリ窓：

スチール製両引開ｷ戸：

W 8 2 0 x H 2 , 5 2 5 ｶﾞﾗｽｔ6.8 枠共

W 1 , 6 7 0 x H 2 , 0 0 0

スチール製引違ｲ窓：

W 1 , 5 7 0 x H 9 0 0

W 1 , 4 0 0 x H 1 , 1 0 0

ｶﾞﾗｽｔ6.8 枠共

ｶﾞﾗｽｔ6.8 枠共アルミ製引違ｲ窓：

Ｈ

Ｇ

水上
水下

壁
：

撤
去

既
存

の
ま

ま

G L

F L

軒高

P.P天端

既
存

の
ま

ま
壁

：
撤

去

P.P天端

既
存

の
ま

ま
壁

：
撤

去

既存のまま屋根スラブ：撤去

内外
ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：既存のまま

G L

F L

軒高

外壁：化粧ＣＢ積ﾐｔ190 外壁薄塗材Ｅ吹付

竪樋：ＶＰ φ75 掴み金物共

竪樋：ＶＰ φ75



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

A3=1/ 200

A1=1/ 100撤去後 立面図

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

1 / 1 0 0東 立 面 図

1 / 1 0 0

1 / 1 0 0南 立 面 図

北 立 面 図

Ｘ２Ｘ３Ｘ４ Ｘ１

凡 例

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４Ｘ１Ｙ１ Ｙ２

撤去後

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ －０６久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

Ｙ１Ｙ２

1 / 1 0 0西 立 面図

ＢＡ

ＡＢ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

軽量防火シャッター： バランスシャッター W 3 , 0 0 0 x H 3 , 0 0 0

ガイドレール：

三方枠：ｽﾁｰﾙｔ1.6

スラット：

座板：

S O P

ステンレス鋼板

カラー鋼板ｔ0.8

SUSｔ1.6 HL

1 6 5 x 3 0

S O Pスチール製ケース：

シリンダー錠付

外壁：窯業系サイディング張t15 下地透湿シート

四周シーリング： M S - 2 1 5 x 1 0

4 0 x 6 5 t 1 . 1端部押え金物：アルミ製

ハッチ部の鉄筋切断面部は錆止め塗装とする



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録
撤去前 断面詳細図

A1=1 /30

A3=1 /60

8 , 9 0 0

9 8 0 8 , 9 0 0 9 8 0

4 , 4 5 0 4 , 4 5 0

1 5 0
1 5 0

5
0
0

300

15
0

5
0

3
70

58
0

175

15
0 2
85

210

1
,
30

0

2
25

1
,
22

5

210 1
,
30

0
1
,
22

5

1
,
3
90

1
,
8
10

8
00

4
0
0

190

350

7
50

5
0

2
00

7
50

350

190

2
0
0

4
,
9
5
0

2
0
0

200

5,350

5,150

5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0

1 6 , 9 5 0

400

95
0

6 0 0

1
50

9 5 5 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 5 , 6 5 0 9 5 5

9
00

1
,
63

0
2
8
0

2
3
0

400

1 5 0 1 5 0

95
0

3
7
0

40
0

1
,2

0
0

1
,4

1
0

1
,
19

0
78

0

210

210

190

2
0
0

4
,
9
5
0

2
0
0

200

5,350

5,150

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

Ｙ１ Ｙ２

Ａ -Ａ 断 面 詳細 図 1 / 5 0

Ｂ -Ｂ 断 面 詳 細 図 1 / 5 0

Ｘ２Ｘ１ Ｘ４Ｘ３

Ａ －０７久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

壁
：

撤
去

壁
：

撤
去

壁
：

撤
去

水上

水下

Ａ

床：既存のまま

壁
：

撤
去

壁：ＣＢ積み化粧目地ｔ190 撤去

ｽﾁｰﾙｻｯｼ 撤去

ｽﾁｰﾙｻｯｼ 撤去

P.P天端

軒高

ＦＬ

ＧＬ

床：既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ 内外

▼

▼

壁
：

撤
去

壁
：

撤
去

既存のまま屋根スラブ：撤去

天井：スラブ 撤去 天井：スラブ 撤去 天井：既存のまま

ｽﾁｰﾙｻｯｼ 撤去

P.P天端

軒高

ＦＬ

ＧＬ

屋根：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 撤去

ｱﾙﾐ押え金物 撤去

ｱﾙﾐ押え金物 撤去

屋根：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 撤去
屋根：既存のまま

梁：既存のまま

外壁：既存のまま

Ａ

Ｂ Ｂ

壁：ＣＢ積み化粧目地ｔ190 撤去

天井：スラブ 撤去



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号

横 溝 當 一

１ 級 建 築 士 登 録

Ｎ

8
,
9
0
0

5
60

5
6
0

8
,
3
4
0

100

4
,
0
0
0

1
,
3
4
0

MS-2 15x10

5050

4
,
2
8
0

1
,
6
2
0

3
,
0
0
0

開口補強：□ - 1 0 0 x 1 0 0 x 4 . 5 S O P

2
8
0

28
0

1
,0

9
0

3
,
50

0

264

三方枠：ｽﾁｰﾙｔ1.6 SOP

2
8
0

2
8
0

LGS W100 @303

LGS W100 @303

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張ｔ15

下地：透湿防水シート

撤去後 平面詳細図・断面詳細図
A1 =1/ 10 ・ 30 ・ 50

A3 =1/ 20 ・ 60 ・ 10 0

2
0
0

4
,
9
5
0

4 0 0

6 0 0

4
,
0
0
0

3
,
9
7
0

1
5

3
3
0

4
5
5

4
5
5

4
5
5

4
5
5

4
5
5

4
5
5

4
5
5

1
5

M S - 2 1 5 x 1 0

M S - 2 1 5 x 1 0

4
5
5外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張ｔ15

下地：透湿防水シート

1 0 0

5 0 5 0

2
0
0

4
,
9
5
0

4 0 0

6 0 0

1
5

3
3
0

4
5
5

4 8

1
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
5
3

9
3
8

1
5

3
0

3
0
0

1
5
0

1 5 0

3 2 0

2 5 2 7 0 2 5

8 5 1 5 0 8 5

3 2 0

3 2 0

8 5 1 5 0 8 5

L G S W 1 0 0 @ 3 0 3

L G S W 1 0 0 @ 3 0 3

将来工事
（別途）

将来工事
（別途） 1 0 8

M S - 2 1 5 x 1 0

M S - 2 1 5 x 1 0

MS-2 15x10

□ - 1 0 0 x 1 0 0 x 4 . 5 S O P

3 , 2 0 0

4
,
0
0
0

2
5
0

6
0
5

3
,
1
4
5

9
0

□ - 1 0 0 x 1 0 0 x 4 . 5

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

Ｙ２

Ｙ１

Ａ 部 断 面 1 / 1 0

Ｘ３

Ｘ３

1 / 3 0

Ｘ３

Ｘ ３ 通 リ 断面 詳 細 図

外 壁部

Ｘ ３通 リ 断 面 詳細 図 1 / 3 0

シ ャ ッ タ ー 部
Ｘ ３ 通 リ 平面 詳 細図 1 / 5 0

将 来 工 事 （別 途 ）

Ａ －０８久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

1 / 5 0シャッター受け開口枠下地

Ａ

±0
±0

G L

F L

軒高

端部押え金物：アルミ製

G L

F L

軒高

端部押え金物：アルミ製

割栗石（既存）
地
中
梁
（
既
存
）

土間コンクリート
（既存）

モルタル補修

グレーチング蓋T-2

ｽﾁｰﾙ製枠

粒調砕石M-30

（透水層）

ｽﾁｰﾙ三方枠t1.6 SOP

ケース：ｽﾁｰﾙｔ0.5 SOP

ｼｬｯﾀｰ受け開口枠

下地：

下地：

錆止め塗装共S T K R 4 0 0

P L - 6 . 0
2 - M 1 2

P L - 6 . 0

P L - 6 . 0

2 - M 1 2

2 - M 1 2



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号１ 級 建 築 士 登 録

横 溝 當 一

A1=1/ 50

A3=1/ 100

Ｎ

撤去

撤去

撤去

既存のまま

撤去

（石綿含有）

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去 撤去

撤去

Ａ －０９

+ 1 5 , 0 0 0

+ 1 2 , 0 0 0

+ 9 , 0 0 0

+ 5 , 5 0 0

+ 1 , 5 0 0

± 0

5
0 5

0
8
0
0

7
0
0

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
0
0

1
,
5
0
0

1
5
,
0
0
0

2
3
-
D
1
6

2
2
-
D
1
6

2
2
-
D
1
6

1
8
-
D
1
6

3
5
-
D
1
6

3
5
-
D
1
3

D
1
0

＠
1
5
0

シ
ン

グ
ル

ダ
ブ

ル

2
,
5
0
03

,
6
0
0

5 , 0 0 0

3
0
0

9 0 0 6 5 0

1 , 5 5 0

1
,
3
0
06
5
0

6
5
05
,
0
0
0

5 , 0 0 0

4
0
-
D
1
3

+ 1 5 , 0 0 0

+ 1 2 , 0 0 0

+ 9 , 0 0 0

+ 5 , 5 0 0

+ 1 , 5 0 0

± 0

5
0 5

0
8
0
0

7
0
0

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
0
0

1
,
5
0
0

1
5
,
0
0
0

2
3
-
D
1
6

2
2
-
D
1
6

2
2
-
D
1
6

1
8
-
D
1
6

3
5
-
D
1
6

4
0
-
D
1
6

3
5
-
D
1
3

D
1
0

＠
1
5
0

シ
ン

グ
ル

ダ
ブ

ル

5 , 0 0 0

3
0
0

6
5
0

5 6 0

5 0

W
5
6
0
x
H
6
5
0

9
1
0

9 1 0

W
9
1
0
x
H
9
1
0

W 9 1 0 x H 9 1 0

φ 1 , 1 1 2

1
1
,
6
1
0

1
2
,
5
0
0

3
6
0

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 工事名称 図面名称設計年月 設計業務名

撤去前 平面図・立面図

煙 突

ＧＬ

1 / 5 0平 面 図

1 / 5 0南 面 立 面 図

ＧＬ

1 / 5 0西 面 立 面 図

矢 視 断 面 図 1 / 1 0

開き戸：ステンレス製

5 0 0 x 5 0 0

仮設：開口部塞ぎ
（汚染水の漏水防止用）

基礎は残置とする。

既存のまま

撤去

水抜パイプ：φ50
ステンレス製カッター入れ

カッター入れ

撤去

既存のまま

基礎は残置とする。

背かご：ステンレス製

タラップ：ステンレス製

笠木：ステンレス加工＠1.5

コンクリート打放し

基礎位置

コンクリート打放し

（仮設材はｱｽﾍﾞｽﾄ含有として撤去）

ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ止め

仮設材：化粧コンパネｔ12Ｔ１

開
口

寸
法

化粧面

四周

MS-2 10x10

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ライニング材@50

笠木：ステンレス加工＠1.5

煙突

タラップ

基礎は残置とする。

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

▼

▼ ▼

▼

安全ガード



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号１ 級 建 築 士 登 録

横 溝 當 一

A1=1/ 50

A3=1/ 100
Ａ －１０

Ｎ

東 面 立 面 図 1/50西 面 立 面 図 1/50北 面 立 面 図 1/50南 面 立 面 図 1/50
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煙突撤去用足場図 （参考図）

（参考図）

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

防炎シート

防炎シート 防炎シート 防炎シート

鋼製踏板

ジャッキベース ジャッキベース

昇降階段

ジャッキベース ジャッキベース

スジカイ スジカイ スジカイ

平面図 1 / 5 0

鋼製踏板

手すり

手すり

鋼製踏板

手すり

鋼製踏板

鋼製踏板

手すり

手すり
壁つなぎ

手すり
壁つなぎ

スジカイ

鋼製踏板

鋼製踏板 壁つなぎ

手すり

壁つなぎ

壁つなぎ 壁つなぎ

手すり

鋼製踏板

久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月



國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号１ 級 建 築 士 登 録

横 溝 當 一

A1=1/ 100

A3=1/ 200
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斜め筋

横筋

縦筋

補強筋

開 口

1.

2.

特記なき限り下記による

印はCB190とする

3. 1FLより下部は推定とする

4. 印は増打を示す

立上り壁はW200とする

1.

2.

印はCB190とする

1FLより下部は推定とする

3.

4.

1FL=設計GL+200とする

特記なき限り下記による

立上り壁はW200とする

1.

2.

特記なき限り下記による

大梁天端は最高高さ-100とする

スラブ天端は水勾配による

C1 C2

壁リスト 1/50

X

Y

主 筋

備 考

HOOP

断 面

階 符 号

1 階

4-D19 + 4-D22

-9φ@250 -9φ@250

2-D19 + 8-D22

柱リスト

梁リスト

1/50

R階

階 G1

符 号

断 面

W200 CB190

横 筋

9φ@400シングル

9φ@400シングル

-

-

-

-

-

-

G11 b1

300×500

縦 筋 9φ@250ダブル

備 考

9φ@250ダブル

壁筋の径・間隔・

本数は想定とする

符号

400×950350×750

G11 G11 G11 G11

G1 G1 G1G1 G1 G1

G1 G1 G1

G1 G1 G1

G
1
1

G
1
1

G
1
1

G
1
1

b1 b1 b1

事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

C1 C2 C2 C2 C2 C1 C1C1

C1 C2 C2 C1C1 C2 C2 C1

C2 C2C1 C1

C1 C1C2C2

Ｓ －０１
伏図・軸組図・部材リスト久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

ボイラー室

190200

5
0
0

450

5
0
0

450

1 / 1 0 0X2通り軸組図 1 / 1 0 0 1 / 1 0 0X3通り軸組図 X4通り軸組図1 / 1 0 0X1通り軸組図
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國 武建築 設計事務 所株式会社

久 留 米 市 通 町105番 地 の 24

Phone 0942-33-1615 （ 代 ）

第１８１１３８号１ 級 建 築 士 登 録A1 =1/ 50 ・ 30 ・ 10

A3 =1/ 100 ・ 60 ・ 2 0 横 溝 當 一

（石綿含有）
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事務部長 総務課長 総務課長補佐 係長 担当

図面番号
久留米工業高等専門学校

独立行政法人 国立高等専門学校機構
縮尺年 度 設計年月 設計業務名 工事名称 図面名称

断 面

位 置 + 1 5 , 0 0 0 + 1 0 , 5 0 0 + 6 , 0 0 0 + 3 , 0 0 0 ± 0

1/30

主 筋

帯 筋

3 5 - D 1 3

D 1 0 - ＠ 1 5 0 D 1 0 - ＠ 1 5 0 D 1 0 - ＠ 1 5 0

4 0 - D 1 3 3 5 - D 1 6

D 1 0 - ＠ 1 5 0 D 1 0 - ＠ 1 5 0 D 1 0 - ＠ 1 5 0 D 1 0 - ＠ 1 5 0
内 内外 外

1 8 - D 1 6 2 2 - D 1 6 2 2 - D 1 6 2 3 - D 1 6

1/10 1/30 1/30 1/10

1/30

1 / 5 0基 礎 配 筋 図

1 / 5 0

ＧＬ

頂 部 詳 細 図 脚 部 詳 細 図 タ ラ ッ プ 詳細 図

煙 道 取 合 部 詳 細図

配 筋 リ ス ト

断 面 図

断面図・配筋リスト・各部詳細図 Ｓ －０２久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事久留米工業高専煙突・ボイラー室一部撤去工事設計業務令和６年度 令和６年１１月

笠木：ステンレス加工
＠3.0 SUS316L

アンカー４箇所

ライニング材＠50

水抜パイプ：φ50
ステンレス製

ステンレス加工
＠2.0 SUS304

ポリサリファイドシーリング
(4周)

耐酸モルタル塗

ステンレス表面仕上げは
ＢＡ(ＮＯ４００)とする

コンクリート打設

支柱

ステップ

安全ガード

アンカー

支柱 安全ガード

ステップ

ステンレスボルトＭ16

支柱 ：ステンレス鋼管42.7φ @3.0
ステップ ：ステンレス丸鋼19φ
アンカー ：ステンレス鋼板加工@9.0
安全ガード：ステンレス丸鋼13φ

材質：ＳＵＳ３０４

ライニング材＠50

耐酸モルタル塗

ライニング材＠50

タラップ：ステンレス製

水抜きパイプ：
50φステンレス製

ライニング材：＠50φ

コンクリート打設

ライニング材@50
ライニング材@50

笠木：ステンレス加工＠1.5


